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	単元株式数の変更および株式併合についてのQ&A
	Ｑ１．単元株式数の変更、株式併合とはどのようなことですか。
	Ｑ２．単元株式数の変更、株式併合目的は何ですか。
	Q３．株主の所有式数や議決権はどうなりますか。
	Ｑ４．株式併合によって所有株式数が減少しますが、資産価値への影響はありますか。
	Ｑ５．株式併合によって所有株式数が減少しますが、受取る配当金への影響はありますか。
	Ｑ６．株主は何か手続きしなければならないのですか。
	お問合せ先


